けれど 彼女に、 守 住 月 華と いう 雅号の ような 名が あ 

るの は、 絵 を 描く ためで はなく つて、 明治 十一 年 ごろ 

から はじまった、 演劇 改良 会の 流れで、 演劇 改良 論者 

あづま 

の 仲間であった 学 海が、 明治 廿四年 浅 草 公園 裏の 吾妻 

い いよう ほう 

座 (後の 宮戸 座) で、 伊井 蓉峰を はじめ 男女 合同 学生 

よしち よう よね はち 

演劇 済 美 館の 旗 上げ をした 時、 芳 町の 芸妓 米 八に は 

千歳 米 波と 名乗らせた 時分だった か、 もす こし 後で、 

さ だ やっこ たすけ 

川上 貞奴を 援助に 出た 時 だかに、 彼女に も 守 住の 本 

姓に 月 華と いう 名 を 与えた のだった。 

くめ はち きく はち 

岩井条 八と いった 時分の 弟子に は、 紀久 八た ちが あ 

るが、 月 華に なつてから は、 かつらと か、 名 古 屋の源 



ますの じょう 

それが もとで、 巿川升 之 丞の名 を 取り上げられ、 九 

代 目 団十郎 から 破門され、 また 岩井条 八の 名に かえつ 

しばら ちっぷく 

て、 暫く 蟄伏し なければ ならなかった、 嫌な 思 出と、 

若かった 日の ことな ども、 それから それへ と、 九 女 八 

も 思いう かべて いる。 

「お 師匠さん は、 新 潟 へ ん らし つ た 時から、 九 女 八 だ つ 

たとば つかり 思って ました。 あたし、 ちいさい 時で し 

たから ご 

「市 川 升 之 丞さご 

タパ n やに あめ すきとお 

九 女 八 は、 莨 の 脂の 流れた 筋が、 飴色に 透 通る よう 

になった、 歡珀の パイプ を 透して 眺めて、 



ば.，？ どうけ ハはち 

「あたし は、 一 番 はじめの、 踊の 名取りが 阪東桂 八 さ。 

それから、 女 役者に なって 岩井条 八、 それから 巿川升 

之丞、 守 住 月 華、 巿川九 女 八 さ ご 

随分と りかえ たもの さねと、 自分の ことで はない よ 

うな、 淡々 とした ふうに いって、 

「だが、 師匠 運 は、 ばかに 好い のさ。 阪 東三津 江と い 

えいき 

うお 狂言 師は、 永 木三津 五郎と いう 名人の 弟子で、 ま 

あ、 ちょっとない 名人 だよ、 高名な もの さ。 岩 井 半 四 

おおと じゃく きりょう 

郎は、 大社 若と 呼ばれた 人の 孫だった かで、 好い 容貌 

おやま つきじ 

の 女形だった。 けれど、 なんとい つたって、 巿川 宗家 

ほどの 役者の、 門弟に なった な あ、 あたしの 名誉 さ ご 



機嫌の 好い 皮肉だった。 

としまち よう 

「あっし や 全体、 神 田の 豊島 町で 生れたん だけれ ど、 

うし ごめ あかぎ した 

牛 込の 赤 城下に 住んで たの さ。 お父さん はお 組 役人 I 

あの ころ こやくにん あかぎ さま なか 

I 幕末の 小役人なん ざ 貧乏 だよ。 赤 城 神社の 境内に 阪 

東 三 江 八って お 踊の 師匠さん があって ね、 赤 城 さまへ 

遊びに ゆく と、 三 江 八さん のと ころの 格子に つかまつ 

のぞ 

て視 いてば かりいた のさ ご 

呼び こまれて 踊って みると、 見覚えで 踊れた。 それ 

な い しょ 

から 親に は 内密で 教えて くれたの だが、 お母さんが 肩 

を 入れ だして、 どうかお 父さんに 許される ようにと、 

いわいごと 

何 かの 祝 事の あった 時、 父親 やその 仲間の いると こ 



れたご 

「そういえ ばお 師匠さん、 高 橋お 伝 をお やん なさった 

ことがある でしよ ご 

「ああ、 たしか 明治 十七 年 ごろだった ご 

「いいえ、 もっと あとで、 見た 人が、 お伝に なった、 

お 師匠さん の 扮装を 見て、 お 師匠さん の 若い 時分 I 

としま 

年増ぶ り を 見た 気がした つて、 言って ました ご 

「ぁッ しゃ あ、 あんなじゃなかった よご 

ゆのみ ふた 

苦りき つた かげが 唇 を かすめた が、 湯 呑の 銀の 蓋 を 

とって、 お茶 を 飲んで しまった。 

きつけ 

「もっとも、 あの 着附 は、 あの 時分の 年増の 気の きい 



らご 

し よ おお まるまげ 

「でも、 お 師匠さん、 すこし 根 下りの 大丸鬍 に、 水色 

が こ ぺ つこう くし 

鹿の子の 手柄で、 鼈甲の 櫛が 眼に 残って いますって I 

すき や ぇリぅ ら みず あ さ ぎ 

I 黒つ ぼい 透 綾の 着物に、 腹 合せの 帯、 襟 裏 も 水 浅黄 

でした つてね。 そうだ、 帯 上げ もお なじ 色だった ので、 

さんご じゅ きんかん ざし 

大粒な、 珊瑚 珠の金 簪が 眼に ついた つて ご 

朝、 目が 覚めて、 蚊帳から 出た 時に、 薄暗い 庭の 植 

込みに、 大輪な 紫陽花の 花 を 見出す と、 その 時の 九 女 

八のお でんが 浮び あがる といった こと や、 それ は、 浅 

くらまえ きつけ 

草 蔵 前の 宿で、 病 夫 浪之助 を 殺して 表へ 出た 時の 着附 

つか おぼろ 

だった か、 捕まる 時の だか、 そんな こと はもう、 隴げ 



せなかった。 

さなえ 

「高 田 先生 (早苗) は、 あたし を 女の ままで、 女 役に 

して、 団十郎 の 相手 を演ら せて くださろうと なさった 

のだった と、 はじめて —— 始めて、 わたし は 気がつい 

た ご 

九 女 八の 唇 は 細かく ふるえて いる。 ちらりと、 それ 

を、 台 助 は 見ない ので はない が、 

「今更お そい —— か。 おくれたり だな あご 

同情しながら、 わざとい うの かもしれ ない が、 おひや 

ら かした ふうに もとれた。 が、 九 女 八 は それに はかま 

わず、 



しばい やまうば やすな 

活動 劇場み くに 座で、 一 日 三回 興業に、 山姥 や 保 名 を 

いしょ 1 つ 

踊り、 楽屋で 衣裳 を 脱ごうと しかけて 卒倒し、 その ま 

まに なって しまった のだった。 大阪で 溜て 来た 金 は、 

九 女 八が、 何 か 計画して 考えて いた ことに は 用いられ 

ず、 終焉の 用意と なって しまったの だが、 台 助 は、 そ 

んな 予感が したの かどう か、 ふいと、 仕 かけて いた そ 

の 談話 を 打ち切って、 

「俺 は、 ちょいと その 事で、 出かけて くる ご 

きかえ 

と着更 をし かけた ところへ、 静 枝が 名剌を 読みながら 

来て、 

「お 師匠さん の 芸談 を 聴きに 来た、 演芸の 方の 記者ら 



り や あ、 廿七、 八 年 ごろだった かな ご 

「そこなん だよ 守 住さん、 御 勘気に 触れて 破門され た 

だんしゅうろ うえんし 

時に、 師範 状 を 取上げに 行った の は、 談州楼 燕 枝 

(落語家) だった つてね。 それが ね、 宗家へ おさめね え 

うちに、 その 師範 状 をな くしち やつたん だと さ、 すつ 

かり 忘れて ると、 急に 帰参が 叶った ので、 奴さん 弱つ 

たのなん のって、 でね、 九 代 目の 女 弟子で、 もとが 岩 

井条八 だから、 条の字 を 九の 宇と 女の 字に した 方が い 

いって、 こじつけち やつたん だそう だが 滑稽 さ 

ね ご 

「へえ、 そんな ことがあり ましたん です かねえ ご 



台 助 は、 傘 を 打つ 雨 を 見上げた。 上層 は 晴れて いる 

ねずみ 

のか、 うす 鼠色の 雲から こぼれて くる 雨 は 白く 光つ 

ている。 

「ねえ、 お前さん、 この 雨の 工合 は、 九 女 八の 芸 のよ 

みつひで 

うな —— 地震 加 藤と か 光秀 を やる 時の II 底光りが し 

きのした しょうこう 

てるじ やねえ か。 木 下 尚 江さん という 先生 は、 日本 

にす ぐれた 女性が 三人 ある、 畏れ 多い が 神 功 皇后 様 を 

始め 奉り、 紫 式部、 それから 九 女 八 だと 仰し やった そ 

うだが —— 」 

と、 たいして 親しく もない 男へ も 言い かけたい 気がし 

た。 



うち 

家で は 九 女 八が、 訪問者へ、 こんな ふうな 懐古 談を 

している とき だ つ た。 

じまま ずまい 

「母が 再縁いた します と、 養父が 自儘な 町 住居 をして 

いるよう な、 道楽者の 武家でして、 私 は 十六の 年、 小 

石 川 水道 町で 踊の 師匠 を はじめました。 ええ、 私が ご 

く 小さい 時分に、 両国に おでで こ 芝居が ございました 

うねめ はら こさん 

のと、 妥 女が 原に 小 三と いう 三人 姉妹の 芝居が あり、 

も 一 つ、 鈴 之 助と いうの があった だけで、 これら は 

葭簀 張りの 小屋で ございま すから、 まあ 私 どもが、 芝 

居 小屋で やりました 女 役者の はじめの ような もので I 

I 初 開場？ 薩摩 座の 出勤に は、 政 岡と 仁 木。 その 次 



が 由 良 之 助で > J ざ いました ご 

語り さして、 彼女 も ふと、 白い 雨の こぼれて くる、 

空 を 見上げて いた。 
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